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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型）」は、2024年７月22日に
第15期の決算を行ないましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2017年１月23日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長

をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

グローバル・ロボティクス株式ファンド 

（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とし

ます。 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 日本を含む世界の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

グローバル・ロボティクス株式ファンド 

（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

基準価額水準が１万円（１万口当たり）を超えている場合には、分配対象額の範囲内で積極的に分配を行ないます。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ROBO Global Robotics and Automation 
U C I T S  H e d g e d  t o  Y e n  指数 株   式 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

11期(2022年７月20日) 8,253 0 △18.2 167.82 △21.7 97.9 15,509 

12期(2023年１月20日) 8,393 0 1.7 172.45 2.8 96.7 14,564 

13期(2023年７月20日) 10,140 0 20.8 205.64 19.2 96.2 15,647 

14期(2024年１月22日) 10,286 350 4.9 188.64 △ 8.3 100.0 13,892 

15期(2024年７月22日) 10,221 1,000 9.1 192.70 2.2 96.6 12,792 
 

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS Hedged to Yen 指数は、ROBO Global Partners Ltdが開発した、世界のロボティクス関

連等の株式を対象にした指数です。なお、設定時を100として2024年７月22日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
   

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ROBO Global Robotics and Automation 
U C I T S  H e d g e d  t o  Y e n  指数 株   式 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年１月22日 10,286 － 188.64 － 100.0 

１月末 10,381 0.9 192.24 1.9 96.0 

２月末 10,936 6.3 195.67 3.7 96.7 

３月末 11,365 10.5 201.54 6.8 96.7 

４月末 11,026 7.2 190.79 1.1 96.6 

５月末 11,269 9.6 190.81 1.2 96.6 

６月末 11,508 11.9 189.98 0.7 97.4 

(期  末)      

2024年７月22日 11,221 9.1 192.70 2.2 96.6 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○運用経過 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびROBO Global Robotics and Automation UCITS Hedged to Yen 指数は、期首（2024年１月22日）の値が基

準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS Hedged to Yen 指数は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の

株式に実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、実質外

貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として対円での為替ヘッジを行なっておりま

す。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・ＡＩ半導体大手企業の株価が大きく上昇し、当該戦略のパフォーマンスに貢献したこと。今後の世界におい

て大きな生産性向上をもたらすと期待される生成ＡＩの学習にとって同社のＧＰＵ（Graphics Processing 

Unit）が欠かせないことに起因するもので、またこの間同社の売上も飛躍的に増加したこと。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が利下げに踏み切ると想定される時期が大きく後ずれしたこと。 

・中東情勢などに関する地政学的リスクが懸念されたこと。 

 

 

（株式市況） 

当期間は、米国でインフレ率が鈍化傾向となる中、ＦＲＢが早期に利下げに踏み切るとの観測が強まる中、

株式市場は上昇して始まりました。生成ＡＩに対する成長期待から一部のハイテク銘柄が市場の上昇を牽引

しました。2024年４月、米国で強めの雇用統計が発表され、ＦＲＢの早期利下げ観測が後退したほか、中東情

勢をめぐる地政学的リスクの高まりが懸念されたことから、株式市場が下落する局面も見られました。しか

し、注目された半導体関連銘柄の業績が想定以上のものとなったことが好感され、株式市場は反発に転じまし

た。その後、英国やフランスでの解散総選挙など、政治面で不透明感が強まる場面も見られたものの、米国経

済のソフトランディング（軟着陸）期待が下支えする形となり、株式市場は上昇基調が継続しました。期間末

にかけてはやや軟化したものの、当期間は総じて上昇トレンドの中で推移しました。 

ロボティクス関連銘柄の株価は、堅調な企業収益などを背景に世界の株式市場を牽引する形で堅調に推移

しました。欧米主要国での金利上昇がマイナス要因となった一方で、生成ＡＩ需要の増加とその利用に対する

成長期待の高まりなどから、半導体およびソフトウェア産業における生成ＡＩ関連銘柄を中心に、ロボティク

ス関連銘柄が全体的に堅調に推移しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行な

いました。実質外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として対円での為替ヘッジを

行ないました。 

 

（グローバル・ロボティクス株式マザーファンド） 

ボトムアップアプローチを重視し、大きな変革期にあるロボティクス市場で高い成長が見込まれると考え

る企業に着目した運用を行ないました。 

当期間は引き続き情報技術セクター、資本財・サービスセクターなどを中心に、インフレによる価格高騰を

転嫁できると判断する企業、景気がスローダウンしてもダウンサイドを抑制できると期待される企業などに

投資を行ないました。 

 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第15期 

2024年１月23日～ 
2024年７月22日 

当期分配金 1,000  

(対基準価額比率) 8.912％ 

 当期の収益 910  

 当期の収益以外 89  

翌期繰越分配対象額 221   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS Hedged to Yen 

指数は当ファンドの参考指数です。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を原則

として高位に組み入れて運用を行ないます。実質外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、

原則として対円での為替ヘッジを行ないます。 

 

（グローバル・ロボティクス株式マザーファンド） 

米国に先駆け欧州中央銀行（ＥＣＢ）が利下げを実施しましたが、欧州では政治不安の高まりという不安材

料があります。引き続き金融政策を据え置く米国も含め、高金利政策長期化による様々な影響に注意が必要と

の見方を変えていません。 

米国では生成ＡＩ関連銘柄が相場を牽引していますが、生成ＡＩの活用が2026年以降大きく伸長し、データ

センター建設がさらに進めば、それを取り巻く電力設備関連の資本財企業など、周辺産業にも大きな恩恵がも

たらされる可能性に注目しています。生成ＡＩを活用した技術が多様な産業の生産性向上や先進国の人手不

足解消に有効な技術となり、ソフトウェア技術と既存の産業ロボットや物流自動化機器のようなハードウェ

ア技術との融合を通じて中長期的に自動化領域が拡大していく方向性にますます注目しています。 

ロボティクスにとって一層のデータ活用、サプライチェーン（供給網）見直し、賃金インフレなどの動きは

自動化・自律化の追い風となると期待しています。また生成ＡＩのようなソフトウェア技術と人型ロボットの

ような新たなハードウェア技術が融合すれば、より幅広い分野で自動化が進む可能性があるとみています。多

くの技術が社会課題解決に活用される可能性を秘めており、中長期的にロボティクス関連銘柄の魅力は非常

に高いと考えます。引き続き短期的な株価変動はむしろチャンスと捉え、バリュエーション（価値評価）を重

視した運用を今後も継続していく方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 107  0.963  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 52)  (0.465)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 52)  (0.465)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.005)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.018   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.006)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  1)  (0.010)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する指数の
標章使用料など 

 合 計 110   0.987    

期中の平均基準価額は、11,080円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.97％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・ロボティクス株式マザーファンド － － 850,367 3,896,376 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 207,579,240千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 968,336,350千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.21   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○組入資産の明細 (2024年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 3,478,481 2,628,114 12,637,286 
 
（注） 親投資信託の2024年７月22日現在の受益権総口数は、207,896,636千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 12,637,286 88.6 

コール・ローン等、その他 1,623,360 11.4 

投資信託財産総額 14,260,646 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） グローバル・ロボティクス株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（794,885,544千円）の投資信託財産総額

（1,064,348,254千円）に対する比率は74.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=157.54円、1ユーロ=

171.62円、1スイスフラン=177.33円、1スウェーデンクローナ=14.79円、1ノルウェークローネ=14.45円、1新台湾ドル=4.8086円。 

 

 

親投資信託残高 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 24,350,370,525   

 コール・ローン等 392,839,220   

 グローバル・ロボティクス株式マザーファンド(評価額) 12,637,286,697   

 未収入金 11,320,243,724   

 未収利息 884   

(B) 負債 11,557,851,162   

 未払金 10,147,926,211   

 未払収益分配金 1,251,574,954   

 未払解約金 18,763,663   

 未払信託報酬 137,854,026   

 その他未払費用 1,732,308   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,792,519,363   

 元本 12,515,749,546   

 次期繰越損益金 276,769,817   

(D) 受益権総口数 12,515,749,546口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,221円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は13,506,120,727円、期中追加設定元

本額は457,906,006円、期中一部解約元本額は1,448,277,187円

です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0221円です。 
 

○損益の状況 (2024年１月23日～2024年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 68,413   

 受取利息 69,383   

 支払利息 △          970   

(B) 有価証券売買損益 1,279,618,460   

 売買益 2,306,178,204   

 売買損 △1,026,559,744   

(C) 信託報酬等 △  139,646,243   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,140,040,630   

(E) 前期繰越損益金 341,800,891   

(F) 追加信託差損益金 46,503,250   

 (配当等相当額) (     15,323,277)  

 (売買損益相当額) (     31,179,973)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,528,344,771   

(H) 収益分配金 △1,251,574,954   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 276,769,817   

 追加信託差損益金 46,503,250   

 (配当等相当額) (     15,629,293)  

 (売買損益相当額) (     30,873,957)  

 分配準備積立金 230,266,567   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2024年１月23日～2024

年７月22日の期間に当ファンドが負担した費用は22,067,269

円です。  
（注）分配金の計算過程（2024年１月23日～2024年７月22日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年１月23日～ 
2024年７月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 55,770,354円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 1,084,270,276円 

c. 信託約款に定める収益調整金 46,503,250円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 341,800,891円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,528,344,771円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,221円 

g. 分配金 1,251,574,954円 

h. 分配金(１万口当たり) 1,000円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（為替ヘッジあり・年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 1,000円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年１月23日から2024年７月22日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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